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IMFクリスティーヌ・ラガルド専務理事によるウクライナに関する声明 

 

 

国際通貨基金（IMF）のクリスティーヌ・ラガルド専務理事は本日、ワシントン DC

で以下の声明を発表した。  

 

「IMFは本日、ウクライナ当局から支援要請を受けた。 我々はこれに応じる用意が

あり、数日以内に IMFの調査団をキエフに派遣しウクライナ当局と予備交渉を行う

予定である。これにより、IMF は同国の経済状況の技術的かつ独立した評価を行い、

また、IMF支援プログラムの基盤を構築する政策改革について当局と協議を開始す

ることが可能となる。同時に我々は、2国間・多国間含め全ての世界のパートナー

と、歴史的に極めて重大な局面にあるウクライナに対する最善の支援のあり方につ

いて協議を進めている。この点に関し既に支援を表明した多くの声明が発表されて

おり、我々は心強く感じている」 
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